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内科領域 におけるDL-8280の 臨床的検討

小花光夫 ・小林芳夫 ・藤森一平

川崎市立川崎病院内科

Nalidixic acid誘 導体の新合成 抗菌剤 であるDL-8280に 関 して,そ の臨床的効果 を検討 した。対象

は25例 で男性5例,女 性20例,年 齢は24歳 か ら77歳 までで,平 均年齢 は54.3歳 であった。 感 染症

の内訳 は気管支肺炎1例,急 性気管支炎2例,慢 性 気管支炎1例,急 性扁桃 炎1例,急 性腎盂腎炎7例,

急性膀胱 炎6例,慢 性膀胱 炎7例 であつた。本剤1回200mgを1日3回 経 口投与 し,1日 投 与 量 は

600mg,投 与期間は5～12日 間,平 均6.8日 間であった。

臨床効果 としては気管支肺 炎1例 中1例 著効,急 性気管支 炎2例 中2例 有効,慢 性気管支炎1例 中1

例有効,急 性扁桃炎1例 中1例 有効,急 性腎盂腎炎7例 中7例 有効,急 性膀胱 炎6例 中6例 有効,慢 性

膀胱炎7例 中6例 有効,1例 無効 であ り計25例 中24例 が有効以上 で有効率96.0%で あった。起炎菌

を同定 し得た21例 では菌交代を きた した1例 を除 き残 り20例 で菌消失 をみた。

投与 中にみ られ た副作用 としては,急 性気管支炎 で本剤1日600mg,10日 間投 与にて全身 に発疹の

出現 した症例が1例 あつたが,投 与中止後速や かに消失 した。検査値 の異 常 として はS-GPT値 の上

昇(30→401U), S-GOT, S-GPT, A1-P値 の上 昇(S-GOT 27→471U, S-GPT12→75 IU, Al-P

81→1701U),BUN値 の上昇(20.9→28.1mg/dl),好 酸 球数の増 多(0→750/mm3)が 各1例 ずつ み ら

れたが,い ずれ も本剤 投与 中止後,正 常値に復 した。

DL-8280は1980年 第一製薬研究所において開発されたnali-

dixic acid(NA)類 縁のオキサ ジン系の合成抗菌 剤であ り,そ

の化学構造式はFig. 1に 示 した とお りである。本剤 のin vitro

における抗菌スペ ク トラム をみ ると,グ ラム陰性桿菌群ではE.

coti, K. Pneumoniae,E. cloacae, Proteus sp.は い うまで も

な く,NAが 無効であるP.aer%ginosaに まで お よ び,NA

耐性のE. coliに 対 して も有効 で あ り,ま たS. aureus, S.

Pyogenesな どの グラム陽性球菌に対 して も抗菌 力を示す。 さ

らに 上記 のような好気性 菌ば か りでな く嫌気性菌に対 して も有

効であ り,そ の抗菌力はNFLXと 同等 ない しは それ以上であ

ることが知 られている1)。われわれ はこのよ うな基礎的評価 をふ

まえ,内 科領域の感染症において本剤の 臨床的検討 を 行ったの

で,そ の成績 を報告す る。

Fig. 1 Chemical structure of DL-8280

I. 対象な らびに方法

投与対象 は昭和57年1月 か ら昭和57年6月 までの間

に,川 崎市立川崎病院内科 を受診 した外来患者お よび 同

期間の入院患者で,男 性5例,女 性20例 の計25例,年

齢は24歳 か ら77歳 にわた り,平 均年齢 は54.3歳 で あ

った。

感染症の内訳は気管支肺炎1例,急 性気管支炎2例,

慢性気管支炎1例,急 性扁桃炎1例,急 性 腎 盂 腎 炎7

例,急 性膀胱炎6例,慢 性膀胱炎7例 である。

投与量お よび投与方法 については,1回 量200mg,1

日3回,1日 量600mgを1錠1001ngの 錠剤 にて経 口

投与 した。投与期間は5～12日 間,平 均6.8同 間,投 与

総量は3.0gか ら7.2gで あった。

効果 判定は細菌学的には菌の消失 をもつて有効 とし,

臨床的 には,呼 吸器感染症の場合には発熱,喀 痰性状,

喀痰量な どの臨床症状お よび血沈,CRP,白 血球増多な

どの検査所見 の改善 か ら,ま た尿路感 染症 の場合 には発

熱,頻 尿,排 尿痛,腰 部痛な どの臨床症 状および尿沈渣

所見,血 沈,CRP,白 血球増多な どの検査所 見の改善か

ら判定 した。

II. 成 績

症例 の一覧表をTable 1に 示 した。

症例1は 気管支肺 炎例 で喀痰培養 では常在菌のみ検出

され起炎菌を明 らかにするこ とはできなか つたが,投 与

5日 目に胸部 レ線上の浸潤影 が消失 し,症 状 も改善 し,

臨床的 には著効であ った(Fig 2)。

症例2お よび症例3は 急性気管支炎例 で,症 例3は 基
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Fig. 2 Case 1, S. N., 28 y.o., F,

bronchopneumonia

Days from onkel

礎疾患 として陳旧性肺結核 を有 していた。 いずれ も喀痰

培養 では常在菌 のみ検出 され起炎菌 を明らかにす ること

はできなか ったが,臨 床的には有効 であった。

症例4は 慢性気管支炎例で,喀 痰培養にてH. Para-

haemolyticusが 検 出され,細 菌学的 に も臨床的に も有効

であった。

症例5は 急性扁桃炎例で起 炎菌 を明 らか にする ことは

できなか ったが,臨 床的には有効 であった。

これ ら呼吸器感染症5例 では全例 で有効以上であ り有

効率は100%で あった。

症例6か ら症例12ま では急性腎盂腎炎例で全例 女 性

であ り,尿 培養 にてE. coliが4例,E. cloacae,S. viri-

dans, Micrococcusが 各1例 で105/m1以 上検 出された。

いずれ の症例 も細菌学的に も臨床的に も有効 であった。

症 例13か ら症例18ま では急性膀胱 炎例 で,や は り全

例女性 であ り,症 例18を 除いて各種 の基礎疾患 を有 し

ていた。尿培養にてはE. coliが4例,K. Pneumoniae,

P. mirabilisが 各1例 で105/ml以 上検出 されたが,全

例 で細菌学的に も臨床的 にも有効であった。

症例19か ら症 例25ま では慢性膀 胱 炎例 で全 例 で脳

血管障害 を初め とする基礎疾患を有 していた。尿培養に

てはK. Pneumeniaeが3例,P. aeruginosaが2例,E.

coli, S. epidemidisが 各1例 で105/ml以 上検出 された。

S. epidermidisの1例 で腸 内細菌以外 のグラム陰性桿菌

に菌交代を認 め,臨 床的に も無効 であった以外は残 り6

例 で細菌学的に も臨床的 にも有効 であった。

尿路感 染症20例 の臨床的 評価では有効19例,無 効1

例 で有効率 は95.0%で あ った.

呼吸 器感 染症 と尿路感 染症 計25例 の臨床的評価 では

有効以上24例 で,有 効率 は96.0%と い う結果であっ

た。

III. 副 作 用

本剤 の投与 中,症 例2で〓 痒 を伴 う発疹の出現を認め

た。本症例 は急性気管 支炎で1日600mg 10日 間本剤を

投与,終 了後 に全身性 の発疹 を伴 って来院 した外来息者

で,実 は,投 与4H図 の来院時に既に数個の発疹が大腿

伸側に川現 していた ことが後 で患者 よりの申告で判明し

た。本例はそ の後,抗 ヒスタ ミン剤の内服お よび外用剤

の対症療法にて約4週 後発疹 の軽快 をみた。他に とくに

副作用 と考え られ る症 状を呈 した症例はなかった。

投与前後に施 行 した末梢 血,肝 機能,腎 機能検査など

の成績 はTable 2に 示 した とお りで あ る。症例5で は

投与後,S-GPT植 の 上 昇,症 例14で はS-GOT, s-

GPT, Al-P値 の上昇,症 例15で はBUN値 の上昇を

認めたが,い ずれ も軽度 で本剤投 与中止後,正 常値に復

した。症例6で は投与後,軽 度 の好酸球数の増多を認め

た。以上 の他 には本剤投与 によ り著 しい検査値の異常を

認 めた症例 はなかった。

Iv. 考 案

今 回,わ れわれは内科領域の感 染症 に対するDL-8280

の臨床的検討 を行 ったが,そ の成績は尿路感 染症 の場

合,投 与症例20例 中細菌学的 にも臨床的 にも有効 であ

った例 は19例 で,有 効率95.0%と い う極 めて良い成績

が得 られた。 しか も,P. aensginesaが 原 因菌であった場

合に も有効 であった点は注 目に値す る。 ま た,症 例13

で検出 されたE. caliは デ ィスク法 ではNA耐 性であっ

たが,本 症例に も有効 で あ り,本 剤 の高 い有用性が示唆

された。

S. epidemaidisが 菌 交代 をきた し,臨 床的 にも無効で

あった症例24は パルー ンカテーテル留置中で あ り,中

等度の慢性 腎不全 と糖尿病 さらに高度 の貧血を伴った全

身状態のかな り不良な症例であ り,こ のような宿主側の

条件が少なか らず関与 していた もの と考 えられる。

呼吸器感 染症に対 しては投与症例が計5例 と少なく,

十分な検討は行 えなか ったが,全 例で臨床的 に有効であ

った。従 来 のNA系 薬剤 で呼吸器感 染症に対 してはほと

ん ど用い られなか った点 を考慮する と,抗 菌力の改善と

同時に臓 器移行の改善 も考 えられ,呼 吸器感染症への効

果が期待 され る。

副作用に関 して は発疹1例,S-GPT値 上昇,S-GOT,

S-GPT, Al-P値 上昇,BUN値 上昇,好 酸球増多が各

1例 認 め られ たが,い ずれ も軽度 で可逆性であった。
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A new antibacterial drug, DL-8280, was administered for 5--12 days at daily doses of 600

mg to 25 patients, including 1 case of bronchopneumonia, 2 cases of acute bronchitis, 1 case of
acute tonsillitis, 7 cases of acute pyelonephritis, 6 cases of acute cystitis and 7 cases of chronic
cystitis.

The results obtained were effective in 24 cases and ineffective in 1 case. The total efficacy
rate was 96.0%.

Side effect observed was skin eruption in 1 case. As the results of laboratory findings,
elevation of S-GPT in 1 case, elevation of S-GOT, S-GPT and Al-P in 1 case, elevation of
BUN in 1 case and increase of eosinophile in 1 case were found.


